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闘

い

４

の
奔
流
は
と
ど
ま
る

　
　
　
こ
と
を
知
ら
ず

1
6
・
1
7
日
蒲
田
中
心
に
熾
烈
な
闘
い
を
展
開

罪性を内包した日米共同コミニュケが、22日発表された。この犯罪性を、思想的想像力によってい

く感知した全国全共闘、反戦派労働者、べ平連などは、「11 ・17佐藤訪米阻止」のために、13日か

日まで連続闘を展開した。13日は、銀座でフロント・反帝学評等、都庁でプロ学同等が、果敢に戦

平運も消水谷から明治公園までをデモった。この夜新宿などで、火炎ビンが投げられたが、すぐ平

状態に戻･ﾛた。15日、比谷野外音楽室で、「佐藤訪米実力阻止・11 ・15全国反戦総決起集会」が、

石･・学生等３万人の参加のもとで、催された。 16日蒲田に結集して、佐藤訪米を実力で阻止すると

決意表明が各反戦派労働者の代表によってなされたo佐藤訪米を明17日に控えた16日には各地で果

戦いが展開されたo蒲田駅周辺では、中核・ＭＬ・ブンド等が情況の困難性を破って戦い、日比谷

皆楽空ではべ平連が集会をし、Ｊの後、市民団体と別れた大学べ平連の部隊は、独自の行動を蒲田

、東京駅などで展開した。一方社会党・総評も代々木公園で集会を行ったが、その役デモっただけ

った。なおこの日、東京だけで1、689人（女性229）、全国で1、857人（237）が逮捕された。佐藤が

する17日は、大田区民広現に、地区反戦全国全共闘軍団・大孚べ平連等が結集し、簡単にぷご洸－

脱、最後の突撃を開始した。この日だけで、東京で252人全国では288人が逮捕された。なお、現地

でも、13日、全島ゼネスト・訪米抗議県民総決起集会を出発点として、本格的な戦いが始まり、17

は、県反戦などが、米兵と武装対決をしたoわれわれの運動が敗北していく中を、10時４分佐藤は

リカヘ飛び立って行った。犯罪的な日米共同コミニュケが発去された今となっては、議会詞民主主

死んでいる現在、１人１人の個々の領域においての果敢な活動が要求されている。

権
力
の
狂
弾
圧
の
日
常
化
一
九
〇
〇
余
人
を
不
当
拘
留

　
土
八
日
、
蒲
田
駅
一
帯
は
中
核
系
全

共
闘
、
Ｓ
Ｆ
Ｌ
、
反
戦
青
年
委
等
千
五

百
名
が
群
集
も
混
え
て
機
動
隊
と
一
道

　
一
遇
の
戦
を
演
じ
た
。
当
日
午
後
四
時

浦
田
東
口
通
り
に
お
い
て
火
炎
ピ
ン
と

ガ
ス
弾
が
さ
く
烈
し
て
以
来
、
午
後

十
時
西
口
広
場
に
戦
の
舞
台
が
移
る
ま

で
、
、
幾
多
の
弾
圧
前
と
進
は
く
り
返
さ

れ
た
。
こ
の
闘
争
に
お
い
て
二
千
名
近

く
の
者
が
逮
捕
さ
れ
、
そ
の
反
面
佐
藤

は
翌
朝
、
訪
米
の
途
に
つ
い
た
。

　
こ
れ
程
の
戦
が
前
日
の
夕
刻
か
ら
深

夜
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
佐
藤
は
こ
れ
ら
を
ま
っ
た
く
無

視
し
て
米
国
に
む
か
っ
た
事
実
を
ふ
ま

え
て
、
十
六
日
の
渡
米
阻
止
の
闘
争
状

況
を
刻
名
に
記
し
た
。

　
午
後
四
時
過
ぎ
、
突
然
蒲
田
東
口
通

り
十
字
路
付
近
に
、
命
共
闘
軍
団
、
反

戦
高
唱
等
百
名
の
白
ヘ
ル
メ
ッ
ト
部
隊

が
表
わ
れ
た
。
…
…
一
品
外
で
あ
っ
た
・
：

　
一
時
間
も
早
く
の
出
現
で
あ
る
。
商
業

賛
同
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
急
に
数
を
増

し
て
、
愚
天
の
空
を
と
び
か
い
た
し

か
。
民
衆
は
何
か
を
期
待
し
デ
モ
豚
の

ま
わ
り
に
、
に
わ
か
に
集
ま
り
出
し

た
。
し
か
し
そ
の
時
異
様
な
ざ
わ
め
き

も
一
瞬
の
開
に
サ
ー
ッ
と
散
っ
た
。
デ

モ
隊
が
一
斉
に
権
力
の
大
と
官
わ
れ
る

’
に
ふ
さ
わ
し
い
容
貌
の
植
動
隊
に
む
か

っ
て
火
炎
ぴ
ん
を
投
げ
始
め
た
。
炎
が

一
つ
、
二
つ
、
三
つ
と
や
が
て
道
路
一

而
に
ひ
ろ
が
り
十
μ
の
高
さ
に
ま
で
な

、
地
で
あ
る
い
は
ペ
ー
ブ
メ
ン
ト
で
は
さ

み
っ
ち
に
あ
っ
て
検
挙
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。

　
そ
の
後
十
五
分
の
間
に
蒲
田
駅
前
東

口
広
場
に
は
白
ヘ
ル
メ
ッ
ト
心
一
共
闘
軍

団
百
名
近
く
が
結
集
し
そ
の
ま
わ
り
を

四
千
名
も
の
群
衆
が
と
り
囲
ん
で
い

た
。
二
万
五
千
の
官
憲
の
弾
圧
に
も
か

か
わ
ら
ず
佐
藤
の
陰
謀
計
画
の
背
景
を

こ
の
デ
モ
隊
が
暴
露
し
て
く
れ
る
と
の

期
待
を
も
っ
て
彼
等
は
集
よ
っ
て
き
た

か
の
様
だ
っ
た
。

　
午
後
五
時
無
数
の
濃
紺
の
む
れ
が
突

進
し
て
き
た
。
バ
ー
ン
と
い
坦
口
と
と

も
に
白
い
一
線
が
水
平
に
走
り
、
続
い

て
群
集
は
ち
り
ぢ
り
に
わ
れ
た
。
…
…

穴
炎
び
ん
が
教
本
と
び
か
い
、
す
ご
い

炎
が
た
ち
の
ば
る
。
機
勣
隊
け
只
迷
い

明
ら
か
に
群
集
の
む
れ
に
ガ
ス
弾
を
発

射
し
だ
し
た
。
人
民
の
昧
方
の
は
ず
・
の

オ
マ
ワ
リ
さ
ん
が
次
々
に
人
民
を
敵
視

し
手
を
足
を
権
力
の
オ
り
の
申
に
引
ず

り
・
こ
み
だ
し
た
。

　
午
後
五
時
五
十
分
拍
手
が
急
に
起
っ

た
。
お
じ
さ
ん
も
、
若
い
い
な
せ
な
お

兄
さ
ん
も
、
Ｏ
Ｌ
の
お
嬢
さ
ん
も
手
を

た
た
い
て
い
る
。
白
ヘ
ル
メ
ッ
ト
部
隊

　
（
反
堅
尿
委
等
）
ノ
ン
ヘ
ル
部
隊
約

五
百
名
が
大
森
方
面
か
ら
到
徨
し
た
の

だ
。
さ
ら
に
デ
モ
の
隊
列
は
ふ
く
れ
よ

り
広
場
一
杯
に
な
ら
ん
ば
か
り
で
あ
っ

た
…
・
’
・
大
歓
声
の
申
で
り
Ｉ
グ
ー
の
ア

ジ
演
説
は
始
ま
っ
た
。
ま
だ
拍
手
は
な

・
：
明
ら
か
に
こ
の
時
点
に
お
い
て
民
衆

の
敵
は
機
動
隊
で
あ
っ
た
。

　
さ
い
さ
ん
の
弾
圧
で
デ
モ
隊
の
力
量

減
少
は
目
に
み
え
て
き
た
。
し
か
し
そ

れ
に
変
る
も
の
と
し
て
こ
の
頃
か
ら
東

口
の
歩
道
橋
一
帯
に
お
い
て
ゲ
リ
ラ
闘

争
が
始
ま
っ
た
。

　
午
後
八
時
つ
い
一

合
伝
な
弾
圧
に
一

総
決
起
し
だ
し
た

　
「
安
保
粉
砕

自

声
は
広
場
一
杯
に
Ｉ

か
ら
到
着
し
、

ら
み
、
前
婆

の蒲
田
西
口
広
場

こ
自
一
つ
1
。
‘
こ
ほ
″

革
マ
ル
、
反

等
の
ヘ
ル
メ

訪
米
阻
止
」
の

｛
。
そ
し
て
ち

畢
の
申
二
酉

そ
の
後
の

ー
。
露
地
の

気
’
こ
み
…
…
が

い
ホ
ー
ル
ダ
ッ
プ

祗
は
ま
っ
た
く

司
た
。
機
動
隊

葱
を
す
て
ず
に

｛
。宕

と
Ｓ
Ｆ
Ｌ
、

．
ｙ
、
全
共
闘
軍
団

い
つ
の

間
に
か
一

人
民
は
ｙ

生
的
に
心

が
か
え
Ｉ

レ
」
の
心

カ
モ
を
乙

い
る
。

銚　讐　掩

　
士
ハ
ー

で
は
べ
ｗ

。
十
一
・

民
乖
芦

万
人
忿

び
各
想
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